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順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 質 問 の 相 手 

１ 南  有 隆 １ 教育現場の現状と連携につい

て 

(１) 与論町は、中高一貫教育となっているが、各学校との連携・情報交換

はどのようになっているか。 

(２) 近年、教育にデジタルの導入が進み、今後の勉強方法や教育環境の変

化についてどのように考えているのか。 

(３) 生徒だけでなく教職員も募集する事態になっているが確保できるの

か。 

教 育 長  

 

教 育 長 

 

教 育 長  

２ コロナ禍における観光客の誘

致について 

(１) 去年はコロナの影響により観光が多大なダメージを受けたが今年はど

のようにして観光を回復させようと考えているのか。 

町 長 

２ 沖 野 一 雄 １ 町立３小学校の統廃合計画に

ついて 

 

(１) 本年３月の定例議会において、町立３小学校の統廃合について検討す

る「建設検討委員会」を設置するとの施政方針が示されたが、同委員会

の構成メンバーや検討内容について伺いたい。また、年度内に策定する

新総合振興計画(１０年)の中で、この統廃合に係る重要課題について年

次的にどう進めていくのか伺いたい。 

町 長 

教 育 長 

 

２ 学校給食のあり方について (１) 本町における学校給食については、児童生徒の健全な心身の発達や食

育の推進を目的として、全ての児童が等しくその享受を受けていると承

知しているが、本年度当初において特別食を必要とする病を持つ小学校

児童に対して、従来継続して行ってきた減塩食の提供を中止した事実が

確認されている。この一連の対応と今後の考え方等について、詳細を伺

いたい。 

教 育 長 

３ 沖縄～与論～沖永良部を結ぶ

小型高速旅客船について 

(１) 沖縄北部と与論、知名を小型高速旅客線で結ぶ日東商船(株)による新

航路については、数度の延期を経て、来年３月に開設する見込みと聞い

ている。１日２往復する新たな航路が実現すれば、町民の利便性の向上

や交流人口の拡大が期待されるところであり、積極果敢な行政支援が必

要と考えるが、町長のご見解と具体的支援策について伺いたい。 

町 長 
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３  林  敏 治 １ 不法投棄の対策について (１) 最近、町内において家庭ごみや瓶、缶、家電等の不法投棄が頻繁に起

こっている。不法投棄は重大な犯罪で５年以下の懲役、もしくは１００

０万円以下(法人の場合は３億円以下)の罰金が処せられる。観光立島と

して、自然環境や景観に与える影響が懸念され、誠の島のイメージダウ

ンになると思われる。今後、各集落の関係者に協力要請を行い、周知徹

底するほか、計画的に調査をして、対策を講じる考えはないか。 

町 長 

２ 自衛隊の訓練、保養地の誘致

について 

(１) 政府は、中国への抑止力強化のため、南西諸島地域に自衛隊配備を進

めて訓練を計画している。本町においても、自衛隊訓練や、保養地の誘

致を図り、緊急時の災害対応や地域防衛対策を推進する考えはないか。 

町 長 

３ 役場庁舎内のＡＴＭ利便性向

上対策について 

(１) 庁舎内にＡＴＭが設置されてから、多くの町民が利用されているが、

運用時間帯の延長、土日祝日の運用や入口ドアの付け替え等を、以前か

ら求める声があるが、今後町民の利便性の向上を図るうえで、早急に対

策を講じる考えはないか。 

町 長 

４ 喜 山 康 三 １ 畜舎からの糞尿、悪臭対策に

ついて 

(１) 集落内や隣接場所にある畜舎について一定の助成を行い、移転、団地

化、集約等を推進する事業に取り組む必要があると考えるが見解を伺い

たい。 

(２) 糞尿問題は堆肥盤や尿の処理問題が大きいと考える。畜舎や堆肥盤、

尿処理について対策や事業を進める必要があると考えるが見解を伺いた

い。 

町 長 

 

 

町 長 

２ 海浜保護と保全及び利用環境

の整備について 

(１) ミナタ海岸をはじめ本町海浜は公共工事や施設建設により海浜が著し

く損なわれてきている。保全事業の在り方について総合的な視点で取り

組む必要があると考えるが見解を伺いたい。 

(２) 近年、海岸から採取したと思われる海砂が山積されているのを度々、

目撃している。海浜や海中から砂の採取が行われているのか、また、行 

町 長 

 

 

町 長 
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   われているとしたら町は採取を許可しているのか、現状について町長の

見解を伺いたい。 

(３) 島内全ての海浜を、だれでも利用できその景観を享受できる権利は町

民だけでなく本町観光産業振興のためにも重要なことと考える。「海浜の

自由な利用」のための施策、対策に取り組む必要があると考えるが見解

を伺いたい。 

 

 

町 長 

５ 林  隆 壽 １ 与論町教育文化の町づくりに

ついて 

(１) 与論町には文化・芸能に特化した施設がない中で、中央公民館が教育

文化施設としての機能を果たしてきたが、建設から５２年経過しており、

安全性が懸念される。建て替え時期に際し、与論町教育文化芸能ホール

(仮称)建設の為のアンケートを実施し、教育文化・芸能の振興を図る考

えはないか。 

教 育 長 

２ 与論町福祉の充実した町づく

りについて 

(１) 令和３年度施政方針の保険・福祉・医療の中で、共同墓地整備検討委

員会の設置がうたわれているが、委員会の構成及び委員会の開催回数並

びに検討した内容について伺いたい。 

町 長 

３ 与論町安心安全の町づくりに

ついて 

(１) 旧庁舎跡地利用の進捗状況について平成３０年９月の定例会において

跡地利用に係る意見の申し入れを行ってから、２年９ヶ月経過している

が、現在の取り組みの進捗状況について伺いたい。 

(２) 商工観光課が観光浮揚の手段として、電動キックボードの導入を行っ

ており、極めて有効な事業であると考える。しかし、町民から電動キッ

クボードの通行に関する苦情が寄せられている現状がある。観光地とし

て安心安全のため、独自のルールを設けて安全を確保する必要があると

考えるが、対策を講じる考えはないか。 

町 長 

 

 

町 長 
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６ 原  栄 徳 １ 脱炭素社会に向けて循環型社

会の形成の推進に向けての与論

町の考え方について 

(１) 環境省が再生可能エネルギー発電の導入状況を(見える化)するため、

各市町村が掲げている目標や実績、潜在的な導入可能量などを一覧でき

る形でまとめて今年度末にも公開し、また、導入状況をランキングで示

すことも検討しているとあるが、与論町としての脱炭素社会、循環型社

会の形成推進に向けてどのように考えているか。 

(２) 現在、牛の飼養頭数の増加による糞尿処理問題、悪臭問題、糞尿の地

下浸透による地下水の汚染や、潮の干満差により地下水が海岸沿いに流

れ出し内海の汚染も懸念されている。牛糞尿や生ごみ汚泥等を活用した

バイオガスプラント導入による再生可能エネルギーを活用することで、

公共施設での電力利用、熱源を利用した園芸施設、魚介類の稚魚養殖等、

農業・漁業生産力の向上や様々な地域産業活性化に繋がると思われるが

導入する考えはないか。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

７ 大 田 英 勝 １ 与論空港に愛称を付けること

について 

(１) 全国各地の空港で、空港のイメージアップや集客向上を図るため、空

港に愛称を付けるところが増えている。沖縄・鹿児島の例でも、新石垣

空港の「南ぬ島石垣」、種子島空港の「コスモポート種子島」、大島郡内

でも徳之島空港の「徳之島子宝」、沖永良部空港の「えらぶゆりの島」な

どがある。全国的にも多くの空港がユニークな愛称を付け、宣伝効果を

上げている。与論空港にも、与論にふさわしい愛称を付けることが望ま

しいと考えるが、町長の見解を伺いたい。 

町 長 

 

２ 住宅用火災警報器の交換につ

いて 

 

(１) 住宅用火災警報器の設置が義務付けられて去る６月１日で１０年が経

過した。町民の安心安全を守るため、住宅用火災警報器は重要と思われ

る。そこで、現在の本町における火災警報器の設置率を町として把握し

ているか。また、火災警報器は電子部品の劣化などを考慮し、交換時期

を１０年としているものが多く、交換時期が迫っていると思われる。沖 

町 長 
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   永良部与論地区広域事務組合に交換の呼びかけ強化を働きかける必要が

あると考えるが、町長の見解を伺いたい。 

 

３ カラスの撲滅対策について (１) 本町にカラスが出現して久しくなるが、これまで撲滅のためにどのよ

うな取り組みをしてきたのか。そして、現状はどのようになっているの

か。また、これ以上カラスが増えると撲滅は叶わなくなると危惧するが、

今後どのように取り組んでいくのか伺いたい。 

町 長 

 


